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１．背景 
 

平成30年告示の学習指導要領で教科「商業」に科目「観光ビジネス」が新設されることにな

ったが，令和５年入学生における商業高等学校全体の「観光ビジネス」の履修状況は半数以下

となっている。「観光ビジネス」の実施率が低いことの原因には，商業高等学校や商業科教員

が観光教育のノウハウを持っていないこと，観光教育を効果的に実施する環境が整っていない

こと，の２点が挙げられる。 

 

 

２．実習校について 
 

実習校は商業高等学校であり，令和４年度入学生より「ジェネラリストコース」・「スペシ

ャリストコース」・「観光コース」の３つのコースから成るコース制を導入している。現在は

観光の授業に関する教員のノウハウ不足や，観光コースでの授業実践やコース制に関する効果

検証ができていないという課題がある。本研究では，①観光コースのビジョンを明確化し持続

可能なコース運営を行う，②資質・能力の育成につながる観光教育の効果的なアプローチを明

らかにする，という２点を目的に実践に取り組む。 

 

 

３．１年目の実践 
 

１年目は観光コース長や観光コース担任とともに，授業実践やコース運営に取り組んだ。 

「観光ビジネス」・「マーケティング」・「観光実務」の授業実践において，探究学習やプ

レゼンテーションを多く取り入れた授業，企業や地域と協働での実習を行った。連携先の企業

や地域からのコメントや取り組みの様子，生徒の成果物等から，生徒の思考の深化やコミュニ

ケーション能力，プレゼンテーション能力の向上を確認することができた。 

 また，授業実践やコース運営に対する教員・生徒の意見を集約し，めざす生徒像や育成をめ

ざす資質・能力，授業内容などをまとめた「観光コースの手引き」を作成した。 
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４．２年目の実践 
 

 ２年目は自身の授業実践に加え，新たに観光コースの授業を担当することになった２名の教

員への支援や，観光コース会議での意見交換や意思決定などに取り組んだ。 

 「観光地理」の授業実践において，令和５年度同様，プレゼンテーションを多く取り入れた

授業を行った。成果物やプレゼンテーションから，知識の活用やプレゼンテーション能力を効

果的に身につけていることが確認された。また，「総合実践」の授業実践において生徒主導で

のツアーを実施した。同企画はこれまでの学びと高校生ならではの観点を組み合わせた魅力的

なツアーとなり，これまでの学びを発揮する場として有効に働いた。 

 新たに観光コースの授業を担当することになった２名の教員の支援については，それぞれの

強みや弱みに合わせた支援や，両名の関係性に対するアプローチを行った。担当教員はそれぞ

れに自身の弱みや苦手意識と向き合いながら授業実践に取り組む様子が見られた。また，支援

対象の教員２名が担当する中学生向けの観光コース体験授業では参加者の高い評価を得るこ

とができた。 

 コース運営面では，観光コース会議での意思決定をもとに，令和７年度入学生の教育課程の

改定や１年生のコースガイダンスや観光コース希望者への面談などに取り組んだ。 

 

 

５．実践の評価・次年度の計画 
 

 ２年間の観光コースでの授業実践やコース運営の評価を行うために，教員・生徒を対象にア

ンケート，インタビューを実施した。その結果，生徒・教員ともに，「観光コースの手引き」

の作成や２年間のコース運営を肯定的に評価していること，探究学習や外部連携での実践・実

習が資質・能力の育成につながっていると判断していることが明らかとなった。同時に，外部

連携の維持の困難さや「観光コースの手引き」の改定の必要性などの課題も明らかとなった。 

 アンケートおよびインタビューの結果をもとに，観光コース会議を開催し，これまでの取り

組みの成果と課題を整理するとともに，年間計画の作成や「観光コースの手引き」のレイアウ

ト変更など，次年度の方針を決定した。 

 

 

６．まとめと今後の展望 
 

本研究の目的①「観光コースのビジョンを明確化し持続可能なコース運営を行う」について

は「観光コースの手引き」の作成や，観光コース会議での情報共有・意思決定ができるように

なったことから，大きな成果があったと判断する。②「資質・能力の育成につながる観光教育

の在り方を明らかにする」については，探究のサイクルや外部連携を取り入れた授業を多く行

い，生徒・教員から資質・能力の向上について肯定的な評価を得ることができたことから「観

光教育」における探究学習や外部連携の重要性を示すことができたと考える。 

今後は，観光コース会議で決定された方針を関係教員と協働的に進めていくとともに，本実

践研究で得られた知見を「観光教育」のノウハウ不足に悩む多くの商業高等学校へ共有するこ

とや，課題解決のプロセスを活用して商業科全体あるいは学校全体の課題解決に取り組んでい

きたいと考える。 
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